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平
成
２
１
年
度 

桜
台
定
期
総
会
開
催 

  
 

                        

平
成
２
１
年
４
月
１
９
日
午

前
１
０
時
か
ら
、
自
治
会
館
で

定
期
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

 

出
席
者
１
１
０
名
（
委
任
状

６
５
８
名
）
で
会
場
を
埋
め
尽

く
し
、
藤
原
会
長
の
挨
拶
に
始

ま
り
、
浜
中
議
長
の
司
会
で
全

５
件
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
一

部
懸
案
事
項
を
含
め
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

 

 
 平

成

２

０

年

度

の

活

動

報

告

が

各

専

門

部

の

部

長

か

ら

報

告

さ

れ

、

会

計

に

関

し

て

は

担

当

副

会

長

よ

り
報
告
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

 

  

引
き
続
き
、
平
成
２
１
年
度

の
役
員
も
改
選
さ
れ
、
新
会
長

に
笹
野
哲
郎
氏
、
副
会
長
に
（
総

務
）
川
合
秀
樹
氏
、
（
企
画
）
木

村
英
正
氏
、
（
会
計
）
片
桐
偉
勝

氏
、
（
防
災
）
多
田
英
朗
氏
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

 

  

ま
た
、
平
成
２
１
年
度
の
活

動
方
針
も
説
明
さ
れ
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
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市原市桜台自治会    検索  
 

検索  
桜台だより  

新
役
員
の
改
選 

＜スローガン＞
みんなで創る
　安全で安心の
　　美しい町

①みんなで一緒に町づくり

②防災・防犯で安心の町づくり

③美しい町づくり

新会長の笹野哲郎氏  
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平
成
２
１
年
度
会
計
予
算
が

承
認
さ
れ
ま
し
た 

 

承
認
さ
れ
た
平
成
２
１
年
度

会
計
予
算
は
総
額
１
０
９
６
５

７
６
０
円
で
、
平
成
２
０
年
度

実
績
比
１
０
５
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

 

 収
入
は
図
１
に
示
す
と
お
り
、

約
７
割
が
会
員
か
ら
の
会
費
お

よ
び
入
会
金
、
２
割
が
市
か
ら

の
交
付
金
、
補
助
金
、
１
割
が

会
館
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
使
用
料

等
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

 

支
出
は
図
２
の
よ
う
に
自
治

会
館
の
維
持
運
営
費
が
６
割
、

分
担
金
な
ど
の
渉
外
活
動
費
が

１
割
、
防
犯
灯
や
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
設
備
維
持
費
と
、
夏

祭
り
の
費
用
、
各
専
門
部
の
費

用
等
の
行
事
費
が
各
々
１
割
強

で
す
。

 

 

 【
収
入
】

 

自
治
会
費
１
２
３
９
世
帯
分
、

入
会
金
２
０
世
帯
分
で
、
会
員

か
ら
の
収
入
が
７
４
５
万
円
と

自
治
会
の
主
要
な
収
入
源
に
な

っ
て
い
ま
す
。

 

市
原
市
か
ら
は
、
防
犯
灯
に

関
す
る
補
助
金
が
１
１
２
万
円
、

行
政
協
力
金
交
付
金
４
５
万
円
、

毎
月
交
代
で
行
っ
て
い
る
公
園

の
清
掃
に
３
７
万
円
の
公
園
愛

護
活
動
協
力
金
が
支
払
わ
れ
て

い
ま
す
。

 

他
の
収
入
は
会
館
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
使
用
料
が
１
１
０
万
円
、

寄
付
金
な
ど
の
雑
収
入
が
４
７

万
円
で
す
。

 

 ま
た
、
特
別
会
計
の
期
末
残

高
は
表
１
の
通
り
、
合
計
１
４

９
１
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

           

自
治
会
活
動
は
会
費
収

入
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

会
費
の
納
入
を
お
願
い

し
ま
す
。 

自治会費 

入会金  

市原市 

補助金  

会館・ﾃﾆｽ 

ｺｰﾄ使用 

料  

収入 

寄
付
金 

他 

10,965,760

図１．収入の内訳  

（68%） 

（18%） 

平成20年度
期末残高

営繕積立金 9,400,000
災害積立金 1,600,000
ﾃﾆｽｺｰﾄ管理費 696,383
別途積立金 3,211,456
　　合　計 14,907,839

表１．　特別会計残高
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【
支
出
】 

全
体
の
５
７
％
、
６
２
０
万

円
余
り
は
会
館
・
事
務
局
運
営

費
が
占
め
て
い
ま
す
。
主
な
支

出
は
、
人
件
費
が
２
５
５
万
円
、

光
熱
・
水
道
費
が
８
３
万
円
、

営
繕
積
立
金
４
０
万
円
を
含
め

た
営
繕
費
が
８
０
万
円
、
コ
ピ

ー
機
リ
ー
ス
料
・
印
刷
コ
ピ
ー

費
が
８
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

 

空
地
草
刈
り
代
１
１
万
円
は
、

空
地
の
地
主
か
ら
草
刈
り
手
数

料
と
し
て
１
３
万
円
を
い
た
だ

き
、
業
者
に
発
注
す
る
も
の
で

す
。

 

渉
外
等
活
動
費
に
は
全
体
の

１
０
％
に
あ
た
る
１
０
７
万
円

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内

訳
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
負

担
金
２
５
万
円
、
消
防
団
の
協

力
金
１
５
万
円
、
有
秋
地
区
町

会
分
担
金
、
有
秋
地
区
盆
踊
り

分
担
金
、
体
育
振
興
会
会
費
な

ど
の
諸
会
費
や
、
見
舞
弔
慰
金
、

交
際
費
、
交
通
費
な
ど
で
す
。

 

ま
た
、
緑
の
羽
根
募
金
は
各
戸

か
ら
集
金
せ
ず
に
、
一
戸
２
０

円
を
ま
と
め
て
自
治
会
か
ら
支

出
し
て
い
ま
す
。

 

 

設
備
維
持
関
係
の
費
用
は
１

７
％
の
１
８
５
万
円
を
当
て
て

い
ま
す
。
内
訳
は
、
２
５
９
ヶ

所
あ
る
防
犯
灯
の
電
気
代
が
１

２
０
万
円
、
防
犯
灯
営
繕
費
２

０
万
円
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
管
理
費
２
０
万
円
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。
防
犯
灯
電
気
代

の
８
０
％
は
来
年
度
市
原
市
か

ら
補
助
金
と
し
て
交
付
さ
れ
ま

す
。

 

行
事
費
に
は
夏
祭
り
の
費
用

や
各
専
門
部
の
活
動
に
１
６
％

の
１
７
５
万
円
が
当
て
ら
れ
ま

す
。

 

 詳
細
に
つ
い
て
は
総
会
議
案

書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 

会館  
事務局  
費用  

渉外活動  
 

設備  
維持費  

行事費  

支出 

10,965,760 円 

図２．支出の内訳  

ゴミステーションの自主改修 

費用の自治会補助について 
 

申請にもとづき材料費として￥20,000 円を上限

として補助します。詳細は会館事務所、地区長

にお尋ねください。 

（57%） 

人件費 

光熱 

水道 

費 

営繕 

費 

ｺﾋﾟｰ機 

ﾘｰｽ料 

諸会費 

防犯灯 

電気代 

夏祭り 

費用 

印刷費 

費（10%） 

（17%） 

（16%） 
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新
し
い
街
づ
く
り
を
は
じ
め
よ
う
！ 

笹
野 

哲
郎 

私
が
こ
の
街
に
来
た
の
は
、

開
発
間
近
の
昭
和
５
７
年
だ
っ

た
。
大
方
の
人
は
同
年
代
で
若

か
っ
た
。

 

こ
の
間
２
７
年
・
・
・
。
価

値
観
の
多
様
化
、
少
子
化
・
高

齢
化
、
労
働
の
流
動
化
、
家
族

構

成

の

少

人

数

化

な

ど

社

会

情

勢

は

大

き

く

変

化
し
ま
し
た
。
こ
の
街
の
形
も
、

当
初
の
”
若
い
活
力
の
街
”
か

ら
”
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
安
心
の

街
”
へ
と
変
化
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
桜
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

は
、
先
輩
諸
兄
の
ご
尽
力
に
よ

り
順
調
に
進
化
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
日
的
変
化
に
対
応
す
る

に
は
、
更
な
る
新
し
い
行
動
が

求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

 

わ
が
桜
台
に
は
、
全
国
各
地

か
ら
移
住
さ
れ
て
き
た
百
戦
錬

磨
の
異
質
の
人
々
の
知
恵
と
行

動
力
が
あ
り
ま
す
。
会
社
員
Ｏ

Ｂ
、
公
務
員
Ｏ
Ｂ
，
学
者
Ｏ
Ｂ

な
ど
、
ま
さ
に
多
士
済
済
で
あ

り
、
無
尽
蔵
の
人
的
パ
ワ
ー
が

潜
ん
で
い
ま
す
。

 
 

ま
た
団
地
内
に
幼
稚
園
・
小

学
校
が
あ
り
、
公
園
も
適
度
に

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
は
安
全
に
安
心
し
て
通
園

・
通
学
が
出
来
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
に
優
し
い
、
子
育
て
に
適

し
た
街
で
す
。

 

更
に
、
桜
名
所
の
深
城
池
周

辺
、
中
央
公
園
そ
し
て
町
内
に

点
在
す
る
緑
地
帯
な
ど
の
景
観

は
、
我
々
が
持
つ
緑
の
資
源
で

す
。

 

こ
の
よ
う
に
桜
台
に
は
、
人

的
・
立
地
的
・
自
然
環
境
的
に

恵
ま
れ
た
資
源
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
人
的
資
源
を
最
大
限
生

か
し
な
が
ら
、
身
近
な
行
政
主

体
で
あ
る
市
原
市
や
近
隣
町
会

と
協
働
し
て
、
着
実
な
街
づ
く

り
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

全
員
参
加
の
も
と
、
一
人
ひ

と
り
が
、
今
出
来
る
こ
と
を
、

今
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
自
分

の
た
め
に
、
そ
し
て
共
に
生
き

る
地
域
の
仲
間
の
た
め
に
！

 
    

今
年
の
抱
負 

川
合 

秀
樹 

 

総
務
・
福
祉
担
当 

前
年
度
に
引
き
続
き
総
務
担

当
の
副
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま

し
た
。

 

総

務

担

当

に

は

他

の

副

会

長

た

ち

の

よ

う

な

夏

祭

り

、

防

災

、

会

計
と
い
っ
た
決
ま
っ
た
仕
事
範

囲
は
無
く
、
会
長
補
佐
と
し
て

本
部
役
員
会
の
司
会
と
、
年
度

末
の
総
会
資
料
や
引
継
ぎ
行
事

の
お
世
話
が
主
な
仕
事
で
、
そ

の
他
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
常
務
役

員
と
し
て
各
種
行
事
に
参
加
し

ま
す
。

 
 

抱
負
と
は
違
い
ま
す
が
今
思

っ
て
い
る
こ
と
は
ど
う
す
れ
ば

常
務
役
員
交
代
を
ス
ム
ー
ズ
に

進
め
ら
れ
る
か
で
す
。
新
年
度

が
始
ま
っ
た
時
期
に
不
謹
慎
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
や
る
人
が
無

く
て
は
自
治
会
業
務
は
成
り
た

ち
ま
せ
ん
。

 
 

 

も
う
ひ
と
つ
思
う
こ
と
は
、

執
行
部
と
自
治
会
員
の
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
も
っ
と

密
に
す
べ
き
と
い
う
こ
と
で
、

そ
の
為
に
自
治
会
業
務
の
具
体

的
な
動
き
を
出
来
る
だ
け
皆
さ

ん
に
知
ら
せ
る
努
力
を
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

 

会
長
挨
拶 

副
会
長
挨
拶 
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副
会
長
就
任
に
当
た
り 

 
 

木
村 

英
正 

企
画
・
夏
祭
り
担
当 

 

こ

の

度

三

丁

目

の

副

会

長

（
企
画
担
当
・
夏
祭
り
委
員
長
）

を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

 
 

 

退
職
後
、
人
と
の
関
わ
り
が

薄
れ
一
人
だ
け
の
行
動
に
物
足

り
無
さ
を
感
じ
な
が
ら
『
地
域

の
中
で
何
か
出
来
な
い
か
、
出

来

る

事

は

な

い

か

』

と

の

思

い

も

、

在

職

中

は

自

治

会

な

ど

地

域
活
動
に
は
殆
ど
参
加
し
て
い

な
か
っ
た
為
に
そ
の
行
動
に
も

積
極
性
を
失
わ
せ
て
い
ま
し
た
。 

そ
ん
な
折
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
募
集
が
あ
り
躊
躇
な
く

申
し
込
み
ま
し
た
。
当
初
不
安

で
し
た
が
、
集
ま
っ
た
皆
さ
ん

は
殆
ど
が
人
生
の
先
輩
達
で
会

話
も
含
蓄
が
あ
り
、
肩
の
凝
ら

な
い
和
気
藹
藷
と
し
た
雰
囲
気

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
良
い

仲
間
に
出
会
え
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

 

こ
の
人
と
の
出
会
い
、
触
れ

合
い
を
桜
台
の
中
で
大
事
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

 
 

今
回
、
桜
台
自
治
会
の
最
大

イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
ま
す
夏
祭
り

と
秋
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
担

当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、

桜
台
の
多
く
の
人
が
、
多
く
の

人
と
の
出
会
と
触
れ
合
い
の
場

と
し
て
、
ま
た
子
供
達
や
孫
達

が
踊
り
の
輪
に
溶
け
込
み
思
い

出
を
作
る
場
、
故
郷
意
識
を
向

上
さ
せ
る
場
と
し
て
の
夏
祭
り

で
あ
り
、
秋
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

 

役
員
の
皆
様
の
知
恵
を
お
借

り
し
、
ま
た
会
員
皆
さ
ん
の
お

力
を
借
り
て
、
夏
祭
り
、
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
大
い
に
盛
り
上

げ
、
触
れ
合
い
の
輪
を
よ
り
大

き
な
輪
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

 

本
年
度
の
抱
負 

 
 

片
桐 

偉
勝 

会
計
・
生
活
環
境
担
当 

 

桜
台
に
移
り
住
ん
で
早
２
８

年
に
な
り
ま
す
が
、
交
通
の
不

便
さ
は
あ
る
も
の
の
緑
に
囲
ま

れ
た
静
か
で
安
全
な
住
み
良
い

町
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

 

こ

の

度

会

計

の

役

を

す

る

こ

と

に

な

り

、

皆

さ

ん

の

貴
重
な
会
費
を
限
ら
れ
た
予
算

の
中
で
地
域
住
民
皆
さ
ん
の
少

し
で
も
よ
り
良
い
生
活
環
境
に

す
る
為
に
し
っ
か
り
と
管
理
運

営
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

 

ま
た
役
員
の
一
員
と
し
て
夏

祭
り
・
文
化
祭
・
体
育
祭
・
そ

の
他
公
園
の
清
掃
な
ど
に
よ
り

多
く
の
住
民
の
皆
さ
ん
が
参
加

し
て
地
域
社
会
を
盛
り
上
げ
て

い
け
る
よ
う
役
員
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
な
っ
て
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 
 防

災
担
当
副
会
長
と
し
て
の
抱
負 

〜
〜 

何
が
出
来
る
？ 

〜
〜 

 
 

多
田 

英
朗 

防
災
担
当 

 

今
年
１
月
の
終
り
頃
か
、
２
月

初
め
だ
っ
た
か
、
一
丁
目
の
理

事
さ
ん
の
訪
問
を
受
け
た
。
『
次

年
度
の
副
会
長
の
候
補
を
探
し

て
い
る
。
引
き
受
け
て
貰
え
な

い
か
？
』
と
の
事
で
あ
る
。

 

 

生

来

の

気

侭

者
で
、
近

所

付

き

合

い

も

少

な

い

私
な
の
に
、
わ
ざ
わ
ざ
依
頼
に

来
ら
れ
る
と
は
余
程
人
選
に
困

っ
て
お
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
私

に
し
て
も
自
治
会
に
関
与
し
た

の
は
３
・
４
年
前
に
班
長
を
し

た
事
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
果

た
し
て
、
私
に
何
が
出
来
る
だ

ろ
う
か
？
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が
、
こ
こ
で
思
考
が
逆
に
は
た

ら
い
た
。
ど
う
せ
何
も
せ
ず
に

日
を
過
ご
す
な
ら
、
肥
満
気
味

の
身
体
を
動
か
せ
ば
少
し
は
運

動
不
足
の
解
消
に
な
り
、
か
つ
、

他

人

様

の

お

役

に

立

て

る

な

ら
・
・
と
。

 

 

と
い
う
訳
で
、
抱
負
ら
し
い

抱
負
も
無
く
、
防
災
担
当
副
会

長
と
い
う
事
に
な
り
ま
し
た
。

 

来
年
の
定
期
総
会
の
席
上
で

は
『
私
は
こ
う
い
う
事
を
や
り

ま
し
た
。
』
と
言
え
る
様
に
頑
張

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

            

自
治
会
長
退
任
に
あ
た
っ
て 

 
 
 
 
 

藤
原 

忠 

平
成
１
７
年
度
か
ら
２
期
４

年
間
、
会
長
の
重
責
を
務
め
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
４
月
の

定
期
総
会
で
無
事
退
任
致
し
ま

し
た
。

 

在

任

中
は
、
暗

中

模

索

し

な

が

ら

も

多

く

の

皆

さ
ん
の
ご
支
援
ご
指
導
を
頂
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 

桜
台
団
地
も
誕
生
以
来
３
０

年
近
く
が
経
過
し
、
予
想
以
上

の
少
子
高
齢
化
で
人
口
の
減
少

と
空
き
家
が
目
立
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
で
、
当
自
治
会

は
現
在
世
帯
数
１
２
４
０
戸
の

全
町
一
体
の
町
会
で
あ
り
、
市

原
市
の
５
１
９
町
会
の
中
で
も

２
番
目
に
大
き
い
団
地
自
治
会

と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

会
則
に
も
あ
る
よ
う
に
自
治

会
の
目
的
は
、
生
活
環
境
の
維

持
改
善
、
防
犯
、
防
災
、
と
互

助
及
び
親
睦
で
す
。
こ
の
４
つ

の
目
的
達
成
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

住
民
相
互
の
交
流
に
あ
る
と
考

え
ま
す
。

 

自
分
達
の
住
む
街
が
「
互
い

に
笑
顔
で
支
え
合
え
る
街
」
で

あ
り
た
い
と
皆
さ
ん
も
思
っ
て

い
る
筈
で
あ
り
そ
れ
が
自
治
会

の
究
極
の
目
的
で
あ
る
と
信
じ

て
お
り
ま
す
。

 
 

し
か
し
街
全
体
を
見
廻
し
て

み
て
、
い
ざ
と
言
う
時
に
助
け

合
え
る
「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」

の
精
神
が
予
想
外
に
希
薄
に
感

じ
て
い
た
の
で
、
自
治
会
館
を

中
心
に
人
の
輪
を
多
く
作
り
参

加
す
る
事
と
、
自
治
会
活
動
の

内
容
が
眼
に
見
え
る
よ
う
に
す

る
事
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
。

 

幸
い
に
も
定
年
退
職
す
る
人

達
が
増
え
始
め
る
時
期
に
恵
ま

れ
、
多
く
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
イ

ァ
の
協
力
で
一
歩
前
進
し
た
こ

と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

 

中
で
も
夏
祭
り
を
盛
り
上
げ
る

た
め
役
員
一
同
が
盆
踊
り
の
練

習
に
参
加
し
、
今
ま
で
自
分
に

は
出
来
な
い
と
思
っ
て
い
た
こ

と
が
出
来
た
と
同
時
に
、
た
く

さ
ん
の
仲
間
が
出
来
た
こ
と
は

楽
し
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
続
け
た
い
と
思
い

ま
す
。

 

次
期
会
長
に
は
、
自
治
会
運

営
の
経
験
も
あ
る
人
格
豊
か
な

三
丁
目
の
笹
野
さ
ん
を
選
ん
で

頂
き
ま
し
た
。
違
っ
た
観
点
か

ら
桜
台
を
よ
り
住
み
よ
い
街
へ

導
い
て
頂
け
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
自
分
の
為
に
も

地
域
ボ
ラ
ン
テ
イ
ァ
の
一
員
と

し
て
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

 

お
疲
れ
様
で
し
た 
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平成２１年度の役員名簿と活動計画  

会長

１区 鈴木　啓司 夏祭り委員会　部長 ３区 藤谷　文昭 生活環境部　副部長
２区 内海　光一 体育部　部長 ４区 福田　良一 文化部　部長
１区 杉原　清美 防災部　副部長 ３区 相原　靖男 防犯部　部長
２区 辻川　和行 広報部　部長 ４区 川島　基慈 防犯部　副部長
１区 藤川　興 福祉部　副部長 ３区 吉沢　正夫 生活環境部　部長
２区 小倉　英夫 防災部　部長 ４区 西山　勝裕 福祉部　部長
１区 丸　峰子 夏祭り委員会　副部長 ３区 西村　公夫 体育部　部長
２区 木野本　勝司 広報部　副部長 ４区 木浦　俊次 文化部　副部長

３丁目
４丁目

理事

会計
監査

青木　三郎
江刺　勝

１丁目

２丁目

玉木　恒之
小島　小次郎

１丁目
２丁目

３丁目

４丁目

増田　清司

福祉部アドバイザー
夏祭り委員会　委員長
生活環境部　アドバイザー
防災部　アドバイザー
文化部　アドバイザー
広報部　アドバイザー
防犯部　アドバイザー
体育部　アドバイザー

木村　英正
片桐　偉勝

江田　昭
杉原　敏文

多田　英朗
秋吉　正敏

地区長

副会長

２丁目
３丁目
４丁目

防災
１丁目

企画
会計

笹野　哲郎
川合　秀樹

全般
総務

専門部活動計画（平成２１年度）

専門部 活動内容 防災担当班

１．防災意識の高揚
２．防災マニュアル見直し
３．防災訓練の実施
４．消火器点検の実施と記録の届出
５．消火器設置番号整理、リスト作成
１．一戸一灯運動の推進
２．挨拶声掛け運動の推進
３．ボランティアパトロール隊の支援
４．自主防災の支援
１．格調ある花いっぱい運動の一層の展開
２．ゴミステーションの整備
３．青空駐車車両の排除
４．犬の糞害対策の強化
１．桜台夏祭りへの協力
２．桜台フェスティバルの実施
１．救命講習会の実施
２．民生委員を囲む会への参加
３．桜台夏祭りへの協力
４．桜台フェスティバルの実施
１．有秋地区体育振興会行事の紹介（回覧板にて）
２．夏祭り応援参加（夏祭り委員会の指示による）
３．市民体育祭参加
４．桜台自主防災救出・搬送訓練参加
５．桜台フェスティバル応援参加
６．南小学校区内で活動しているスポーツの紹介（広報誌にて）
１．桜台だよりの発行
２．桜台ニュースの発行
３．パソコン教室の開催（ホームページ作成委員会との共催）
４．夏祭りへの参画（ポスター作製、記録写真の撮影）
５．桜台フェスティバルへの参画（ポスター作製、記録写真の撮影）
１．夏祭りを通じて住民相互の親睦・ふるさと意識の向上を図る
２．市原市主催および地域主催の各種行事に積極的に参加し、近隣
　　地域との交流を進めると同時に桜台地区の団結力向上を図る

防災部

夏祭り委員会

防犯部

生活環境部

文化部

福祉部

体育部

広報部 情報班

消火班

統括班

安全点検班

避難誘導班

生活班

衛生救護班

救出・救助班
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＜＜編集後記＞＞ 

 新年度を向かえ広報部の担当者も新メンバーになり、少し緊張気味で自治会活動に励

んでいます。 緊急性を重んじた「桜台ニュース」とじっくり読んで頂きたい「桜台だ

より」の二本立てで、「自治会活動が生活の一部に・・・」と感じられることを目指し

て、これから一年間広報活動を実施して参りますので、宜しくお願い致します。 

地域活動の紹介

桜台を拠点に活動している団体を紹介します。

ホームページ作成委員会（HP委員会） 自治会の活動内容の広報活動など

防犯ボラティア パトロール隊 桜台の安全を守るためパトロールを行っています

フラワーボランティア 桜台を花で飾る活動を続けています

桜台倶楽部（長寿会） 高齢者の親睦を行っています

婦人会 独居老人の食事会や、ベンチの清掃などを行っています

サークル　グループの紹介

自治会館を利用しているサークル・グループを紹介します。

分類 サークル名 内　容 代表者

お琴クラブ 琴、三絃の練習 櫻井　圭子

フレンズ 大正琴 石坂　ひろ子

西謡会 謡曲、仕舞の練習 � 西山　哲子 �

千扇流一秀会 舞踊 中島　美枝子

蓮池会 舞踊（新日本） 蓮池　松枝

桜台Gクラブ グランドゴルフ 本谷　秀弥 �

オールド・ボーイズ 軟式野球 � 木村　英正 �

桜台テニスクラブ 硬式テニス 斉藤　武雄

桜華会 ゴルフ � 阿南　清 �

桜台気功クラブ 気功による健康増進と親睦 瀬川　義成

ソフトエアロビクス
フィットネス、バランスボールとス
テップエクササイズ

根本　寿美子

 �健康体操教室 介護のいらない健康体力づくり � 加藤　理恵

フラダンス・ワイキキ フラダンス 梶　　玲子

ラウンド・ラブ ラウンドダンス 小出　文子

アナベル オカリナ同好会 � 朝廣　紀夫 �

オカリナさくら � オカリナ � 野田　優紀

さくら フラワーアレンジメント 和気　直美

菅　真知子

岡崎　和子

麻　雀 麻雀 東城　宏三

学習塾 公文式桜台教室 学習塾 時田　礼子

●開催日など詳しい内容は自治会事務所（TEL：66-1341）までお問い合わせ下さい。

日本芸能 �

スポーツ �

ダンス

 �音楽

趣　味 藤の篭を編む会 藤工芸


